













































































































































「ひっつきむし、ついた～」とうれしそうに K 児と Y 児、S 児が報告しにきた。K 児は普段
から、自分の服についたオオオナモミを保育者の服にもつけて「くっついてるで～」と楽しん
でいた。この日は、自分だけでなく他児の服にもくっつけて楽しむという遊びとなり、その中




























































































































































































































































































































































ビオトープによく来るようになった。M 児は 6月生まれ、K 児は 9月生まれで 3か月の月齢
差があるが、K 児はなぜか M 児を慕っており、何でも M 児の真似をしようとする。例えば、
K 児も M 児と同じように小川をまたぎたかったが、水にはまりそうな気がするのか怖くて渡
れず、最初は保育者と手をつないで恐る恐るまたぐことを繰り返していた。しかし、M 児と
毎日池の周りで遊ぶうちに K 児は M 児の動きや足の置き場を見ていて小川を一人でまたげる




















し、M 児のような子どもが一人でもいれば、クラスに与える影響は大きい。特に 1歳から 2
歳は、友だちを意識し始める年齢でもあり、保育者や仲間の言動を真似ながら、できることや
わかることが増えていく。この事例でも保育者が少しだけ投げかけをしたことを力のある M
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